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審美歯科をしてみませんか？！
－ちょっとした工夫からジルコニアフレームまで－
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Introduction of Esthetic Dentistry
-From a Little Clinical Tips to Zirconium Prosthesis-
Maki HOSOKI
Abstract：Requests for the esthetic dentistry are getting increasing. There are some dental clinics 
even professing “Esthetic Dentistry” . But esthetics is basic idea for sound oral health and should be 
included in general dental practice. This presentation introduces comprehensive approach to achieve 
esthetic oral harmony including size, shape, color, position, symmetry, proportion, optical feeling of 
teeth and dentition. Practical techniques for taking intra-oral pictures are explained. Clinical cases with 
teeth bleaching, minor tooth movement, esthetical resin filling, metal free restoration with Zirconium 
CAD/CAM frame are also presented. Combination of these techniques in daily dental practice will be 
helpful to contribute oral esthetics and quality of life for all patients.
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Ⅰ．はじめに
　歯科診療のなかで審美修復に対する要望は日々高まっ
ており，それにともない“審美歯科”を標榜する歯科
医院も多くなってきている。一般に“審美歯科”という
言葉からはホワイトニングや歯列矯正が連想されがちで
あるが，日本歯科審美学会は，歯科審美学を「顎口腔系
における形態美・色彩美・機能美の調和を図り，人々の
幸福に貢献する歯科医療のための教育および学習に関す
る学問体系（日本歯科審美学会教授要綱）1）」と定義し
ている。従って歯科審美に含まれる範囲は広く，我々歯
科医師は常に審美性に配慮しながら診療を行うことが求
められている。しかし保険診療の現状では日常臨床で審
美歯科を行うには限界があり，補綴・保存処置や外科処
置などによって現症を改善するのみに終始してしまうこ
とが多い。そこで本稿では，日常臨床の中で少しだけ審
美に意識を向けることで患者の満足度を高められるよう
に，歯の大きさ，形態，色調，傾斜，位置，対称性，比
率や質感など様々な要素の調和をはかり自然な外観を
与える方法について解説するとともに，漂白，MTM，
審美的レジン充填のような簡単な審美歯科治療から，
CAD/CAMシステムの応用により材料学的特性が向上し
たジルコニアフレームによるメタルフリー修復まで，具
体的な症例を交えて解説する。
Ⅱ．審美歯科の概念と歴史的変化
　歯科臨床における審美の概念は，時代の変遷や新しい
材料，新技術の開発とともに変化を続けている2）。30年
程前までは前歯の開面金冠や金冠による治療が持てはや
され，それらの冠は金色に輝く美しい修復物と見なされ
ていた。また臼歯の充填には銀色のアマルガム，さらに
臨床指導講演
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大きな欠損に対しては縫成冠が用いられていた（図１）。
後にコンポジットレジンが開発され，歯冠補綴も鋳造冠
から歯冠色の陶材焼付鋳造冠へと変化し，現在ではオー
ルセラミック製の補綴物やホワイトニングなどが用いら
れ，白く自然な歯に対する要求が年々大きくなってきて
いる。美しさに対する概念は，時代の要求に合致してい
る必要がある。
Ⅲ．写真の活用
１．口腔内写真について
　人の記憶は曖昧であり，歯の色や形などの視覚的・空
間的イメージは漠然としたものであることが多い。そこ
で審美歯科の実践にあたっては，口腔内写真を用いた客
観的な記録の作成が推奨される3-6）。口腔内写真（および
顔貌写真）を撮影する第一のメリットは，患者自身が口
腔内の細部を把握し経時的な問題点やその改善状態を理
解できることにある。また歯科医師にとっても患者に対
する説明を容易にし，治療経過の確認や症例記録を他の
歯科医やスタッフ間で共有する際の助けとなる。また委
託技工によって陶材焼付冠やオールセラミック冠を製作
する際には，シェードガイドで選択した色番号よりも，
多くの情報を伝えることができる。
　口腔内写真のよる色調再現を確実にするためには画
像補正用カラーチャート CasMatch（㈱ベアーメディッ
ク社製，茨城，日本）を用いる方法が有効である。 
CasMatchは対象を撮影する際に，色調とサイズを一
定の水準に補正するための色見本で，画像処理ソフト
Photoshop（㈱アドビシステムズ，東京，日本）を使用
して被写体の色調補正を行う際の基準となり，サイズの
調整も可能である7, 8）。（図２）
　口腔内写真を撮影する環境もフィルム（スライド）撮
影からデジタル撮影になって大きく変わっている。デジ
タル画像は撮影後にすぐに確認することが可能であり，
検索や管理に優れ，画像処理ソフトでの加工も容易で
はある。しかし撮影画像に過度のコントラストをつけた
り，明るさを変更することは控えるべきであり，画像本
来の特徴を充分に理解し，臨床にいかすことが大切であ
る9）。
２．撮影方法
　本章では口腔内写真を撮影する際の撮影部位と，ポジ
ショニングについて概説する。
１）撮影部位
　口腔内写真の撮影枚数と撮影部位は次のような組み合
わせが用いられることが多い6, 10）。
　⑴　３枚法：正面観，咬合面観（上下）（図３）
　⑵ ５枚法：正面観，咬合面観（上下），側方面観（左
右）あるいは頬側面観（左右）（図４）
　⑶　９枚法：12枚法から前歯部（正面）咬合面観（上
下）をのぞいた組み合わせ
　⑷　12枚法：正面観，咬合面観（上下），頬側面観（左
右），前歯部（正面・口蓋側・舌側面観），口蓋側
面観（左右），舌側面観（左右）（図５）
　一般診療においては３枚法や５枚法が簡便で，患者へ
の負担も少ない。
２）ポジショニング
　撮影は患者の頭位を安定させるため，チェアの背も
たれを水平位およびこれから30°程度起こした位置（撮
影部位による）の範囲に調整して行う。フォーカスは
マニュアルに設定し，フォーカスを合わせるための距離
が得にくい場合には，患者の頭位を側方に傾けさせる。
（図６）
　咬合面観の撮影では口角鉤Ｃタイプ（㈱ YDM社製，
東京，日本），ミニ口角鉤（㈲サンフォート社製，東京，
日本）やWリトラクター（㈲サンフォート社製，東京，
日本）のフック部を使用すると視野を確保しやすい。ま
た前歯の撮影にはコントラスター（㈱ YDM社製，東京，
日本）を使用すると特徴をとらえやすい。（図７）
図１　前歯部に装着された金冠と天然歯の口元
30年程前までは左図のような金色の冠を入れるこ
とが一種のステータスであった。現在では，この
ような治療が望まれることはなく，右図のような
天然歯の自然な色調が好まれる。
前歯部に装着された金冠 修復物のない天然歯
図２　画像補正用カラーチャート
上段左の CasMatchを下段左のように画面の中
に入れて撮影する。その後，画像を上段右の
Photoshopで色補正する，下段左に補正前，下段
右に補正後の口腔内写真を示す。
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図３　口腔内写真の撮り方　３枚法
上段；上顎咬合面観：口角鉤を左右に大きく広げ，口腔前庭
から歯肉頬移行部が広がるようにして撮影する。口蓋
部正中が画像中央で左右対称になるように撮影する。
中段；正面観：口角鉤は口腔前庭が広がるように横前方に引っ
張る。咬合平面が画像のほぼ中央で水平になるように
撮影する。
下段；下顎咬合面観：口角鉤を左右に大きく広げ，口腔前庭
から歯肉頬移行部が広がるようにして撮影する。舌の
上にミラーを乗せて撮影する（下段写真例）か，舌を
後方に引いて撮影するかは，舌小帯の緊張度による。
図４　口腔内写真の撮り方　５枚法
３枚法に加えて，左右側方面観（上段側）あるいは左右頬側面観（下方側）（ミラーによる撮影）を
加える。どちらの画像も咬合平面が画像のほぼ中央で水平になるように撮影する。また，可及的に最
後臼歯まで画面に入れるようにする。
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Ⅳ．歯科審美学の構成因子
　審美的な歯科治療を行うにあたっては，色・形態・大
きさの３項目を主に，対称性，位置，傾斜，最も美しい
とされる比率黄金比（Golden ratio，１：1.618），などに
ついての配慮が必要である3, 11, 12）（図８）。また形態や豊
隆，色を工夫することで歯冠の大きさのイメージを実際
のサイズから変化させることもできる。それぞれの構成
因子の中で，調整可能な因子を修正して総合的に美しく
見えるように工夫し，場合によっては大きな歯が小さく
見えるように錯覚を起こさせる方法を利用することもあ
る（図９）。
図６　口腔内写真の撮り方　ポジショニング
チェアーは撮影部位によって，水平位から水平位
から30°程度おこした位置で撮影する。ピント合
わせる距離が確保しにくい場合は，患者の頭位を
左右必要な側に向けてもらえば良い。
図７　口角鉤とコントラスター
左上段； ミニ口角鉤（㈲サンフォート社製，東
京，日本）
口角鉤Ｃタイプ（㈱ YDM社製，東京，
日本）も同様の形態
左下段； Wリトラクター（㈲サンフォート社製，
東京，日本）
右上段； コントラスター（㈱ YDM社製，東京，
日本）
右下段； コントラスターを使用して撮影した前歯部
図８　審美の概念
美の概念は，様々な因子がそれぞれ関連しあって，
総合的に判断されている。 さらに個人の好み（＝
主観）が加わるので，コミニュケーション能力が
大切となる。
図５　口腔内写真の撮り方　12枚法
５枚法に加えて，上顎口蓋側面観と下顎舌側面観を加え，さらに左右口蓋側面観と左右舌側面観を加
える。左右口蓋側面観と左右舌側面観は，咬合平面が画像のほぼ中央で水平になるように撮影する。
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　さらに個人の好み，すなわち主観は審美においては
大きなウェイトを占める。本来主観は一人一人異なるた
めに，その人の主観を理解することが大切であり，その
ためには患者と十分にコミュニケーションを持つことが
必要である。言葉による説明の他に，鏡，写真，模型や
プロビジョナルレストレーションを用いた説明を行うこ
とが望ましい。患者の要望が確認できた後には，そのイ
メージに沿った補綴物を作製するため技工スタッフとの
コミュニケーションが重要となる3）。技工指示書に，図
や写真を用いることで形態や色調の情報を伝えるととも
に，プロビジョナルレストレーションで確認した最終補
綴物の形態を参考模型とするとより確実な結果を得るこ
とができる3, 13）。
Ⅴ．ホワイトニング
　「明眸皓歯」という言葉があるように，白い歯は昔か
ら美人の条件であった。最近は，メディアの影響もあり
白い歯への要望はさらに強まっている。ホワイトニング
の方法として，現在では，失活歯に適用するウォーキン
グブリーチ法，有髄歯に適用するオフィスブリーチング
法とホームブリーチング法がある14）。なおホワイトニン
グに伴う知覚過敏15）には，象牙質知覚過敏症用歯磨剤
の使用が有効なことが多い16）。また，ホワイトニングの
前後には必ず画像補正用カラーチャートを用いた口腔内
写真の記録を残すべきである。
１．ウォーキングブリーチ法
　従来から行われている無髄歯の漂白方法で，過硼酸
ナトリウムと30％過酸化水素水の混合物を髄室内に一
週間程度充填して漂白する方法である17）。齲蝕が大きい
場合，修復物が大きい場合や，歯牙に破折線が入ってい
て薬剤の漏出が懸念される場合には適用できない。図10
に上顎右側中切歯（失活歯）にウォーキングブリーチ法
を適用した症例を示す。変色は２回の貼薬で改善し，そ
の後に隣接する側切歯に陶材焼付鋳造冠を装着した。術
後10年以上経過しているが後戻りはほとんど認められな
い。
２．ホームブリーチング法
　10％過酸化尿素のジェルを，カスタムトレーの中に入
れて，患者が自宅で歯科医の指示に従って行う方法で，
2001年12月に厚生労働省の認可を得ている18-20）。軽度の
変色歯に対する処置として第一選択とされているにも関
わらず，本院ではあまり使用されていないため，今後の
普及を期待したい。
３．オフィスブリーチング法
　35％程度の高濃度の過酸化水素を含む薬剤を歯の表
ａ．形態と傾きを修正した症例
右上中切歯に形態修整とMTM
を行った症例
患者の年齢が18歳で，全顎的な
矯正や歯冠補綴は希望せず，右
上中切歯を抜髄後，近遠心をス
ライスカットした上で，MTM
を行った。歯面清掃により，歯
冠色も改善した。
ｂ．形態と豊隆を修正した症例
右上中切歯近心レジン充填症例
歯が大きいとの訴えで，口腔内
で再レジン充填した。
近心豊隆および隅角の形態を変
更した。
ｃ．色を変更したシュミレー
ション例
右上中切歯＆側切歯陶材焼付冠
症例（シュミレーション）
歯が大きいとの訴えで，下段は
画像上で該当補綴物の色調を変
えたシュミレーション写真，実
際には再製作した。
図９　スペースはそのままで，形態，傾斜，豊隆，あるいは色を変えた例
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面に塗って，光を照射して過酸化水素の分解を促進す
る方法である。図11に上顎右側中切歯の変色にオフィ
スブリーチングを適用した症例を示す。ハイライト（㈱
松風社製，京都，日本）を用いてオフィスブリーチング
を１回行ったが，明らかな歯冠色の改善を得ることがで
きた。
Ⅵ．充填およびラミネートベニア
１．ダイレクトボンディング
　コンポジットレジンを直接歯に接着する方法で，応用
範囲が広く症例によっては比較的リーズナブルな費用で
美しい歯に修復できる。しかし，すべての作業を口腔内
で行うために，多数歯の治療になると難易度が高く，術
者の経験と技術に頼るところが大きい。図12に上顎の正
中離開に対してダイレクトボンディングを行った症例を
示す。診断用模型にカラートーニングワックス（㈱松風
社製，京都，日本）を盛ることで修復後の形態のシミュ
レーションを行った。ついで患者の希望した形態にそっ
たモールドを作製し，これを用いてコンポジットレジン
を充填した。この症例では明度の異なるレジンを重ねて
築盛することで奥行きのある色調を再現している。症例
を選べばダイレクトボンディングは，矯正治療や歯冠補
綴と比較して，負担の少ない短期間の治療で審美性を改
善することが可能である。
２．ラミネートベニア
　前歯の唇面を一層削除し，その部分に歯冠色の陶材を
接着する方法である3, 21, 22）。ホワイトニングでは改善さ
れないような強い変色歯や，正中離開による審美障害の
改善に用いられる。陶材の焼成時に使用する耐火模型材
の改良と接着力にすぐれたレジンセメントやシランカッ
プリング材の開発により良好な適合精度が得られるよう
になってきている23, 24）。歯冠形成にはガイドグルーブ専
用のダイヤモンドポイント FG BarNo.121･122（㈱松風
社製，京都，日本）を用いる（図13）。合着に使用する
接着性セメントの色調が修復後の歯冠色に影響するため
最適なシェードのセメントの検討を十分に行う。特に変
色歯に使用する際には，元の歯の色の遮断効果の高いセ
メントを選択する必要がある。
Ⅶ．オールセラミック修復
　審美性が重要視される部位の歯冠補綴物として，これ
までは陶材焼付鋳造冠が最も多く用いられてきたが，メ
タルフレームによる光の不透過性や経年的に露出して
くる辺縁部の金属色が欠点であった。より審美性の高い
歯冠補綴物としてオールセラミック修復があるが，その
多くは白金箔やパラジウム箔の上に陶材を築成して作製
するポーセレンジャケット冠であった3, 22, 25）。ジャケッ
ト冠は衝撃力や引っ張り力に弱く，ブリッジの支台装置
として応用できないなどの難点があったが，1980年代以
降，これらの欠点を改良し強度と審美性を兼ね備えた新
しいシステムが次々に発表されている22, 26-31）（表１）。特
に CAD/CAM技術により製作するアルミナやジルコニ
アをコア材料として製作するセラミック修復は，光の透
過性や強度，生体親和性にも優れるほか，適合精度にお
いても臨床的な要件を満たすまでに向上しており，その
応用範囲が広がってきている32-35）。
１．ジルコニアについて
　ジルコニア（Zirconia）とは金属元素ジルコニウム
（Zirconium，元素記号 Zr，原子番号40）の安定酸化物で
ある二酸化ジルコウム（ZrO2）の総称であり，審美性，
生体親和性に優れるほか，高い強度，耐食性などを持つ
ことよりメタルフリーの新しい歯科材料として注目を集
めている。純粋なジルコニアの結晶構造には，単斜晶，
正方晶，立方晶の三種が存在し，それぞれが温度によっ
て相転移を行う。相転移には体積変化をともなうが，特
に単斜晶から正方晶への相転移では約４％の体積収縮が
見られ，焼結体は昇降温を繰り返すことによって破壊さ
れる。（図14）しかしジルコニアにイットリウム，カル
シウム，マグネシウム，セリウムなどの希土類酸化物を
固溶させると室温で結晶構造が安定化し，体積変化によ
る破壊を抑制することができる22）。現在，歯科用に臨床
応用されているジルコニアには Y（イットリウム）系と
Ce（セリウム）系のものがあり，なかでも Y系が最も
多い。主なジルコニアセラミックスシステムを表２に示
す。それぞれの製品にそれぞれ特徴があるので，症例に
適した材料を選ぶ必要がある33, 34）。
　図15にジルコニアセラミックスによる歯冠修復の症
例を示す。この症例では矮小歯である上顎側切歯にジル
コニア陶材焼付冠を装着したが，歯質の削除量を確保す
ることが難しかったため，オペークの厚みが少なくても
色調を出すことが出来るジルコニアフレームがメタルフ
レームに比較して有利と考えられた。また，前歯部に咬
合接触を与える必要があったため，ラミネートベニアで
はなくジルコニアセラミックスを選択した。図に示すよ
うにジルコニアフレームの適合診査に適合試験材フィッ
図10　ホワイトニング　ウォーキングブリーチ
37歳女性，主訴は右側側切歯の冠の再製作であっ
た。天然歯は削りたくないとのことで，右側中切
歯をホワイトニング後，右側側切歯に陶材焼付冠
を製作した。
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オフィスホワイトニング材の一例
（株）松風社製　ハイライト
図11　ホワイトニング　オフィスブリーチング法
57歳女性，主訴は上顎左側陶材焼付冠ブリッジを製作するにあたり，上顎右側中切歯を白くしてほし
いということであった。上顎左側陶材焼付冠ブリッジ装着後，オフィスブリーチングを１回行った。
図12　ダイレクトボンディング
25歳男性，主訴は，前歯のすき間が気になる，将来的に
は矯正したいが，暫間的に隙間を埋めてほしいとのこと
で，レジンを築成した。
上段；左・中央；術前の口腔内写真
上段；右；術直後の口腔内写真
中段；左・中央；術後10カ月後の口腔内写真
下段；左；術前の説明用模型，近遠心にワックスを付与
しているが，患者は近心だけを希望
下段；右；近心にワックスを盛った状態で作製したモー
ルド
図13　ラミネートベニア症例
上顎右側側切歯が矮小歯であり，それに伴う歯
間空隙の改善と上顎両側中切歯の捻転による審美
障害の改善を希望したため，ラミネートベニアを
行った。
（重本　修伺先生　御提供）
上段；術前の口腔内写真　下段；術後の口腔内写真
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トチェッカー（（株）ジーシー社製，東京，日本）を用
いる際には，齲蝕検知液を少量混ぜると白色のフレーム
とのコントラストによって適合状態を確認しやすい。図
16はジルコニアフレームのブリッジの支台装置として部
分被覆冠を使用した症例である。このように以前では難
しいとされたケースにもジルコニアセラミックスは適応
可能になってきているが，支台歯形成を行う前に診断用
模型にてフレームの設計を検討し，プロビジョナルにて
形態確認を行うとともにラボサイドと十分に連携を取り
ながら製作することが大切である。
　ジルコニアをはじめとするオールセラミックシステム
用いた補綴治療は，審美性やメタルフリーであることな
どの利点により歯冠補綴の必要不可欠な選択肢となりつ
つあり，今後もその適用範囲は拡大することが予想され
る。CAD/CAMを応用した技工技術の発展も期待でき，
将来的にはさらに普及すると考えられる。
図14　ジルコニアの結晶構造について
表１　日本国内で現在利用されている主要なセラミック修復製作システム26）
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図15　ジルコニア症例　１
正中離開と矮小歯の形態の改善を主訴に来院した24歳の女性。正中離開のスペースをMTMにより封
鎖した後，削除量を減らすために，スペースを両側側切歯近遠心に設け，ジルコニア陶材焼付冠を製
作した。
上段；術前
中段；MTM終了後
下段；ジルコニア陶材焼
付冠装着後
上段；術前
中段；形成後
下段；ジルコニアフレー
ム試適時
上段；MTM終了後
中段；ジルコニア陶材焼
付冠装着後
下段； フィットチェッ
カーによる内面の
適合診査
表２　主なジルコニアの種類について
日本で扱われている主なジルコニアの商品名と材料特性を示す。参考値として，アルミナ・エナ
メル質・象牙質の強度等を併記。
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Ⅷ．まとめ
　新しく開発された材料には，臨床研究に裏付けられた
検証が充分でないものもあり，今後のエビデンスの構築
が望まれている。冒頭で述べたように審美は歯科臨床を
行う上で，常に配慮されるべき事項であり決して特別な
ことではない。逆に審美治療を望む症例に対しても，美
的要素はもとより咬合や歯周など機能的要素についても
充分な配慮がなされるべきである。“きれいになったけ
ど，噛めない”では，患者の満足は得られない。一般的
には患者に好まれることの少ない歯科治療ではあるが，
著者は治療後に鏡を見た患者に心から喜んでもらうこと
ができる診療を目指して務めたいと考えている。
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　本論文の執筆にあたり，ご協力いただきました患者の
皆様，技工物の製作にご協力いただきました徳島大学病
院診療支援部歯科医療技術部門歯科技工士主任石田修氏
をはじめとする技工部の方々，ならびに咬合管理学分野
の先生方に厚く御礼申し上げます。
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